
地域住民のご意見とその対応



河川整備計画全般、その他について

1/30

対応懇談会主なご意見・ご質問

無関心な人が多いのでＴＶ、
新聞などで啓もうを定期的に
行ってください。学生時代か
らでもよいです。

整備計
画Ｐ８
２

ありがとうございます。今後とも河川整備に関し地域の皆様にしっ
かり説明するよう努力してまいります。

河川整備とは、自然と共生と
は、立案、実行の流れがわ
かった。

全
3B

―

説明会については、総曲輪フェリオで２日間をかけて開催し、全体
として左右岸でバランスをとって開催場所を決めました。また、計画
概要の説明と意見が投稿できる概要パンフレットを自治会回覧しご
意見を頂いております。地域のご要望を再度確認し、詳しく説明を
聞きたいという声が多い場合は説明会を検討します。→3月5日
（木）に水橋西部地区センターにて開催することとしました。

常願寺川の河口部の水橋、
横越地区で土砂堆積など問
題がありその対応に苦慮して
いる。その地域に対し説明会
をやってもらいたい。

全
3Ａ

整備計
画Ｐ３、
Ｐ８２

今後、説明会などで住民の方々から頂いたご意見等を踏まえた河
川整備計画案を流域懇談会に諮り、成案を得ます。その後、関係
機関と協議し、策定されるという流れとなります。
なお、３０年間の計画となっていますが、３０年間見直さない訳では
なく今後必要に応じて見直します。また、個別事業については適宜
説明会を行います。

整備計画策定まで今後のタ
イムスケジュールを教えても
らいたい。今回、意見があっ
たが都合で参加できなかった
方もいらっしゃるので。

全
2

―

黒部川、常願寺川など急峻な山地から流れ富山湾に注ぐ川では、
急流河川への対応という課題が共通しています。河川整備計画に
ついては、庄川は昨年７月に策定され、常願寺川や黒部川は河川
整備計画の策定に向け、流域懇談会などで議論されているところで
す。

今回、常願寺川であるが、富
山県にはいっぱい川があり、
他の河川も同じような考え方
なのか。

全
1



河川整備計画全般、その他について

対応懇談会主なご意見・ご質問

整備計
画Ｐ２

河川に関しては、主に扇状地区間は国土交通省が管
理し、横江えん堤から上流は富山県によって河川管理
が行われています。砂防事業については、整備は直轄
で砂防事業を行っていますが、一部区間の管理に関し
ては富山県の砂防部門が行ってます。

上流の砂防事業はどこでやっているの
か。

全4

―

河川整備計画本文に全て目を通して頂くのは難しい面
があり、要点をまとめた概要板を作成することにしたも
のです。自治会回覧や広報誌への折り込みなどで地
域の方々に配布すべく２万部を超える冊数が必要で
あったため、まとめてカラー印刷としました。ご意見を
踏まえ、頂いたご意見の数などを検証し、今後とも効
率的で効果的なご意見の伺い方を実践したいと考えて
おります。

このカラ印刷物は大変高価なものです
ね。住民との意見交換するなら他に方
法があると思う。無駄使いと思うだけで
す。

全
3C
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対応懇談会主なご意見・ご質問

日常生活を送る中で常願寺川と共に生きていけ
るビジョンを考えてほしい

私の住む立山町の大森地区は、常願寺川のす
ぐ際にあり、昔から、川（河川）と生活していまし
た。暴ばれ川と呼ばれる常願寺川を知っている
からこそ、洪水の恐しさ、治水の重要さがわかり
ます。これからも、この地区に住めるように、安
心、安全な河川整備計画を進めて下さい。

自然が豊かで、生態系に富んだ、安全・安心の
河川になって欲しい。

きれいで安全な川

安全で美しい川

災害の起きない美しい川

整備計
画Ｐ１

ありがとうございます。「暴れ川を治め、地域
に恵みと学びをもたらす常願寺川」を基本理
念とし、河川整備計画に基づいてしっかり河
川の工事・維持を行ってまいります。

全国で自慢のできる川に！

全
5

河川整備計画全般、その他について
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対応懇談会主なご意見・ご質問

左岸の豊富な水量を必要とする低落差発
電所は群馬県で散見される程度で全国的
にも珍しい。また各用水は先人が苦労して
作った人工工作物ですが太古からの自然
河川と思っている方も多いです。常願寺川
の水を恵みに変えた先人のご苦労をＰＲ
する必要があると思います。

整備
計画
Ｐ４～
２３
整備
計画
Ｐ６６
～６７

ご意見の点について、河川整備計画本文にも流域
の概要や治水の歴史などについて記載しておりま
すが、河川整備計画では語り尽くせない面がござい
ます。むしろ河川整備計画中の常願寺川フィールド
ミュージアムの形成にある通り、常願寺川の歴史
的・文化的資源をうまく活用し、地域の皆様に流域
の様子・歴史等を学び感じて頂けるよう努力してま
いりたいと考えております。なお富山河川国道事務
所では、川のあらましと成り立ち、川と暮らしの郷土
史、水害と治水の歴史などまとめた「河川の歴史読
本」を作成しております。ご興味がございましたらお
問い合わせください。

常願寺川と関連の深い流域の人々のくら
し・苦労や流域の様子も気になります。少
しでもよいから、流域の様子・歴史等も紹
介いただけたら一層、興味深く読むことが
できると思います。用水の歴史も奥が深い
と思います。記念碑もありますから。

全
6

河川整備計画全般、その他について
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対応懇談会主なご意見・ご質問

大雨の時の治水を御願いします。（スコールの様な雨の
場合）

自宅周辺は特に治水上心配していない。（馬瀬口は別）

昭和４４年の集中豪雨で上流の砂防ダム（えん堤）も大
きな被害に遭いました。「滝のようだ」と外国技士をいわ
しめたあばれ川を治めた事業の維持継続のおかげで今
があります。治山治水は国の仕事です

建設省のおかげで称名川も眞川も堰堤が出来あんな洪
水が無くなりました。安心して暮せる事が出来ています。

洪水の起きない所

災害のない川

整備
計画
Ｐ５５、
Ｐ５８、
Ｐ５９
～６４
など

氾濫域に人が住む限り洪水や土砂と
の闘いは終わることはなく、急流河川
対策などのハード面の治水対策を着
実に不断に実施していくとともに、河川
の状態をよく点検し改善を行うことによ
り治水機能が損なわれないよう維持管
理に努めてまいります。

何時も災害のくることを忘れず対策を考えてゆく

治
2A

整備
計画
Ｐ２０

常願寺川のような大きな流域では、か
なり長い時間雨が降り続かないと大洪
水にならないと考えております。常願
寺川の過去の大洪水では、前線性の
降雨により長時間雨が降り続いたため
に起こっております。

本流まで長ぐつを履かないでいけるようになること。ゲリ
ラ的な豪雨があっても南砺市の様な被害がない事。

治1

洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
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対応懇談会主なご意見・ご質問

整備
計画
P７７

平常時、洪水時にそれぞれ有効に河道が使
われることが望ましいと考えております。例え
ば、巨石を用いた河岸浸食対策については、
川の流れが護岸沿いに固定しないようにする
ものです。ご意見を踏まえ、河川整備計画（素
案）に記述を追加致しました。

河川は本来蛇行しているものであり、真っ直ぐに
するのは疑問である。

治
2B

洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
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対応懇談会主なご意見・ご質問

常盤橋下で大形機械が入っているが何が出来るのですか。

整備
計画
Ｐ５５
Ｐ５９
～６
１、Ｐ
７３

ご意見のとおり、急流河川特有の
流水の強大なエネルギーに対す
る堤防の安全を確保し、氾濫域の
経済社会活動を支えるため、不断
の急流河川対策を実施することと
しております。一本木地区につい
ては、現在護岸の根継ぎ工を実施
しておりますが、洪水毎に安全性
を監視・評価し適宜対策を実施し
てまいります。
また河川整備計画の説明会等に
おいても事業の意義などについて
説明させて頂いておりますが、引
き続き防災意識の啓発等に努め
てまいります。

私が子供の頃、高さが40m位の4基のタワーエキスカベータ
が掘削し河床をさげていました。子供心に天井川の氾濫を防ぐ
象徴と感じ治水の大切さを常に意識していました。しかしここ40
年ほど幸いに大きな出水がなく常願寺川は怖い川という意識
は皆さん希薄です。昭和44年の洪水を思い起こすともっと堤防
の補強、河道の整備が必要と思います。澪筋が安定せず一本
木前は東北方向に屈曲しているため水量が大きいと高水敷が
えぐられそうです。計画高水流量4,600m3のとき大丈夫か心配
です。最近、NHKのラジオ放送で某ナチュラリストが役所と土
建屋が結託してすぐに埋まってしまう砂防ダムを造っていると
非難していました。川の怖さを知らない人、被害に合う心配の
ない人が「環境」を隠れ蓑に治水行政を非難しています。絶対
に常願寺川流域を作物がとれない荒廃した土地にしてはなり
ません。吉野川第十堰をどうすればよいかを問う住民投票の
ように水害の発生で被害者になる沿岸住民と被害を受けない
地区に住んでいる傍観者の意見を同列にしないよう配慮してく
ださい。とりとめなく書き綴りましたが200年、300年後の沿川住
民が感謝してくれる「常願寺川水系河川整備計画」が出来ます
ことをお祈りします。

治
3Ａ

洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
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対応懇談会主なご意見・ご質問

堤防けっかいなどないよう。

水害に強い堤防を作る。

整備
計画
Ｐ５５
Ｐ６９
～７０

ご意見のとおり、流水の強大なエネルギーに
対し堤防の安全確保のため、その安全性を評
価し着実に不断に整備を行ってまいります。河
川の状態をよく点検し改善を行うことにより治
水機能が損なわれないよう維持管理に努めて
まいります。

河口から約10km（常願寺川公園上流）部程度か
ら、根継ぎ護岸の施工を早急に検討されたい。

治
3B

洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
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対応懇談会主なご意見・ご質問

河口の土砂堆積が気になる。
用水路に土砂がたまり、水がはけない。

2月24日の高波によって、河口部が従前と比べてどのように
変化したのか。河川に水が流れていることと寄り回り波とど
のような関係があるのか。

右岸側ではかなり前から浸食されている状況にあるが、常願
寺川では上流から河口まで、今後の非常に重要な研究テー
マであり、特に河口部についてもっと研究する必要があるの
ではないか。

河口部の土砂の堆積について、過去50年間の経年変化をこ
れまでどのように研究してきているのか。現地を訪れた際に、
地元の詳しい方の意見を取り入れたりして見て回るだけでは
なく、特に河口部を中心とした実務としての研究が必要なの
ではないか。

常願寺川の河口にどれだけ砂が溜まっているのかわかって
いるか。水の流れが右岸側に寄ってきているが、川の真ん中
に水が流れるように掘ったらどうか。

一番河口に住んでおり、土砂の動態が変化してきているので
治水に対する安全面が心配であり、不安を感じている。この
土砂動態の把握や調査をしっかり実施して欲しい。

整備
計画
Ｐ２８
Ｐ６２

河口については,洪水の起こる期間が
あくと土砂が堆積していくので、近年
堆積傾向にありますが、ある程度の
規模の洪水が起こると河口部の砂州
はフラッシュされる状況にあります。既
往最大流量を記録した昭和44年8月
洪水前では、川の中央付近で100ｍ
の水面幅でしたが、洪水後ではほぼ
低水路幅まで砂州がフラッシュされ、
その水面幅は約300ｍとなっています。
その後、澪筋は昭和50年代で左岸側
に寄っており、昭和60年代では川の
中央付近を流れていました。平成年
代になると右岸側に寄ってきている傾
向にありますが、平成10年8月洪水の
ように水面が中央付近まで広がる状
況にあります。今後引き続き,洪水中
の河床低下による河積,川幅の増大や,
洪水後及び経年的な土砂堆積等をモ
ニタリング調査した上で,適正かつ必
要な掘削を行ってまいります。なお,高
波による河口部の変化や寄り回り波
との関係については,現在のところ明
らかではありませんので,上述したモニ
タリング調査を行い研究していきたい
と考えます。

水橋の河口部は、堆積傾向なのか洗掘傾向なのか。

治
4A

洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
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対応懇談会主なご意見・ご質問

用水路等における排水不良については、管理者に
より適切な施設操作を行っていただくとともに、河口
部の経年的な土砂堆積等をモニタリング調査した上
で、適正かつ必要な掘削を行ってまいります。

西部小学校前の用水路で逆流がここ数年
何回かあるが、何か対策は考えているの
か。また、河口部の砂の堆積は海流の影
響が大きいと考えられるが、他機関とデー
タなどを共有し、連携して対応して欲しい。

治
4D

整備
計画
Ｐ６２
Ｐ７７

洪水が堤防を乗り越えてながれないよう、必要に応
じて河口部の堆積土砂を掘削するなど対応していき
たいと考えております。常願寺川では概ね天井川を
解消しておりますが、河床が低下しすぎると、崖のよ
うになって堤防の安全性を損なったり、橋脚の根入
れが不足し橋の倒壊の危険性が高まったりします。
また、水辺に近づきにくくなったり、地下水の取水な
どに影響を及ぼしたりする可能性もあります。そのた
め、現在より河床高が大幅に低下することは望まし
くないと考えております。

常願寺川は「天井川」と称され、その反面
常願寺川では、一部の区間を除き、土砂採
取禁止となっています。大雨があって流量
が増加しても堤防をあふれて流れないよう
に、土砂採取し河床を下げ、堤防を強化す
べきと考えますが如何なものでしょうか？

治
4C

河口から約10km（常願寺川公園上流）部程
度から、下流の河川浚渫（深さ5m巾50m）を
早急に検討されたい。

常願寺大橋下流左岸の堤防が狭い感じが
する。 整備

計画
Ｐ６２

河口部など、洪水が堤防を乗り越えたりしないよう、
堤防整備や河道掘削を行ってまいりたいと考えてお
ります。

川幅を広くして欲しい。

治
4B

洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
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洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
対応懇談会主なご意見・ご質問

整備
計画
Ｐ６４

ご意見の通り、水害に強い地域づくり
のため霞堤を維持・保全していくことと
しております。現在の霞堤の遊水機能
については、現況の河床高では計画規
模の洪水に対し、霞堤周辺の宅地が
浸水することはありません。また霞堤
の機能維持を考慮した開口部周辺の
土地利用等について関係事業者や関
係機関とも連絡、調整してまいります。

この川の霞堤構造はいまだに大きな機能を持っていると思い
ます。しかしながら遊水池機能を持たせるべき一番堤と二番堤
の間に砂利採取設備や建造物が見受けられます。また上滝付
近では畑に利用されています。このままでは利用者から霞堤
の閉鎖を迫られ霞堤は過去の遺物となってしまうのではない
でしょうか。50年、100年単位で考えれば問題ないかもしれま
せんが僅か千数百年の間でも常願寺川が東西へ河道を変え
たこと、またこの川が富山平野の扇状地を作ったことを考える
と常願寺川の流水管理には霞堤の機能を維持するための整
備、補強してゆく必要があるのでないでしょうか。

治
6B

整備
計画
Ｐ３２

道路の利便性や霞堤周辺の土地利用
などの観点から、一部霞堤を閉じた箇
所があります。常願寺川では多くの霞
堤が開口しておりますが、水害に強い
地域づくりを目指すべく、適切な維持・
保全を図りたいと考えております。

かすみ堤の所をうめた所が見られるが、どうしてかな？
治
6A

河口部でマリーナ工事を行っているが、護岸の整備によって河
口部の水の流れが変わって、波の状況が違ってきている気が
する。これに伴い砂の動きも異なってくるので河口部のことを
考えて欲しい。

海岸の浸食により、現在は今川橋の上流まで波が進んで来る。
ここらは川なのか海なのか、何かといえば予算がないか…？

整備
計画
Ｐ６２
整備
計画
Ｐ７４

ご意見を踏まえ、海岸計画と河川整備
を整合させていくよう、河川整備計画
（素案）に文言を追加しました。また、関
係機関と連携して総合的な土砂管理計
画の立案に努めてまいります。

浜黒崎海岸の河口と堤防を有機的に結びつけ、海岸侵食と河
川のあり方

治5
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洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項

対応懇談会主なご意見・ご質問

－

都市化の進展・集中豪雨の発生などにより、下水道の計画
規模を上回る浸水被害のリスクは増大しております。下水道
の効率的なハード整備に加えて、局地的な浸水被害への対
応として排水ポンプによる被害の軽減などを行っております。
ご理解頂けますようお願いいたします。

富山市水橋辻が堂地区が大雨時に
排水ポンプのため通行止めになる。

治
8A

河の問題でないかも知れないが、水
橋に住むと、海面が上って、先日の
長崎の微震動と海面上昇が160cm
程にもなると、何か対策が必要では
ないか。

整備
計画
Ｐ５６

地震対策として、供用期間中に想定される地震で河川構造
物が損傷しないよう、将来にわたり想定される最大級の地震
で河川構造物が沈下・崩落した場合でも、浸水による２次災
害が発生しないようにするとともに、生じた損傷が修復可能
な範囲にとどまるよう必要な調査を実施し、耐震補強等必要
な対策を進めます。また、海面上昇については、各種計画と
の整合を図りつつ対策を進めていきたいと考えております。

地震に対する説明が知りたい。

治7
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対応懇談会主なご意見・ご質問

整備
計画
Ｐ７４

大規模な土砂流出は防ぎつつも、下流への量・質と
もに適切な土砂供給が必要であると考えております。
その考えのもと、洪水前後に土砂の量的・質的な移
動をしっかりモニタリングし、関係機関と連携して総
合的な土砂管理計画の立案をしていきたいと考え
ております。

上流の土砂の流出なき様
治
9

整備
計画
Ｐ７１
～７３

ケーブルテレビやインターネットなど防災情報の伝
達の迅速化等をはかっておりますが、洪水流は短
い時間で到達すること、洪水の拡散範囲が広いこと
などから困難な面があります。そのため、治水対策、
日頃の維持管理、万一の時の応急対策をしっかり
行っていく必要があります。今後も技術の進歩に伴
い、より的確に情報提供を行っていきたいと考えま
す。

３０年間の間で、こんなことがあると想定され
ているものがあるのか。
警報についてであるが、何処で切れたといっ
たようなことしかないがもっと何か出来ない
か。例えばハザードマップで何処で切れたら
何処にどの程度の水が来て、何処何処へ避
難しなさいと言ったような情報は流せないか。

治
8B

洪水による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
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資料対応主なご意見・ご質問

コンクリートでかためなければもたないのかわかりませんが、自
然を感じられる又水量もある程度必要と思う。魚道を作っても水
がない川はどうかと思う。

このままの流れで満足ですが、水がもっと平均に平に流れてい
れば気持がいつながめてもきれいであれば心が落ち着き心が明
るくなってうれしい。

そこで鮎その他の小魚が流杉より上流横江堰堤までの間、年中
一定の水量で魚の遡上できるよう取り計って下さい。お願いしま
す。

常に水の流れる川（安定した水量）・清流魚（ヤマメ等）の放流

整備
計画
Ｐ５７
Ｐ８０

常西･常東用水に代表される灌漑
用水をはじめ様々な水利用があ
り、歴史的経緯の中で各々水利
権が与えられております。許可水
利権の更新時に時代の要請を踏
まえ、対応していきたいと考えて
おります。

アンケートの中にもありましたが、今は水が少ない。昔、大川寺
の下でもアユやマスがいた。
国交省でなければできないことをやってもらい、水の量をもっと
増やして欲しい。

利
1B

整備
計画
Ｐ８０

水利権は、ある特定地域、ある特
定地域の方のだけに許可されて
いるものでない面があります。大
多数の地域の方々が必要とされ
る場合は、位置、時期、量を十分
吟味させていただき、関係者と調
整をさせていただいた上、対応し
てまいりたいと考えております。

農業用水に使われたものをまた川に戻すこととなっていますが、
その用水を、冬期間、高齢者も多いことから消雪用水に使いた
いと相談したところ、使用目的外は許可されないと言われている。
許認可等について、直轄区間においてだけの利活用だけでなく、
支川においても地域住民のためにももっと目を開いて検討しても
らいたい。

利
1A

河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項
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資料対応主なご意見・ご質問

きれいで安らぎのある河川

きれいさ日本NO.1

自然を守ってきれいな水を維持してほしい。
整備
計画
Ｐ５７
Ｐ７９

ご意見のとおり、常願寺川では関係機関と連携し、
今後とも良好な水質を維持していきたいと考えてお
ります。

いつまでも清流でありたい

利
3A

飲み水に一層の利用を！

―

富山県では、国、県、市町の水政策の関係者があ
つまり、「とやま２１世紀水ビジョン」を作成し、名水
の保全と利用や打ち水等の水を活かした文化・産
業の発展、水源対策、治水対策を方向性をとりまと
めています。県内では多数のミネラルウォーターが
売り出されているとともに、富山県では日本名水百
選に４箇所選ばれています。

飲料水として全国に売れませんか！
全国一のあばれ水 ペットボトル

利2

上流から下流迄渇水季に於いても、川の流
れが途絶えないようにすべきです。生物保護
の為。

整備
計画
P８０

渇水となると渇水調整協議会議が設置され、農業
利水者、発電利水者等の関係機関と調整し、対応
していくこととしております。
利水・環境面等いろいろな面から調査し適正な水
量の確保に努めていきたいと考えております。

夏場になると必ず下流の方では水が足りなく
なる。川で遊ぶとなると水がないと遊べない
のでは。用水で水を取らない様、渇水になる
と上流で締めるなど何か工夫はできないのか。利

1C

河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項

15/30



資料対応主なご意見・ご質問

常願寺川の排水の水質についてもう少し厳
しくしたほうがよいのではないか。

整備
計画
Ｐ５７

常願寺川は全国的にみてもきれいな川であるととも
に、水質について現時点で最も厳しい基準となって
います。常願寺川の上流域の水質については、富山
県において有峰ダムや汚染源のある牛首谷川筋で
水質調査を行っております。

最近の水道水は以前と比べてカルキ臭が
顕著に現われて来ているように思います。
上流の人的環境や、水質調査をもっと推進
していただきたいと思います。利

3C

整備
計画
Ｐ４０
Ｐ４１、
Ｐ５７

ご意見を踏まえ、河川整備計画（素案）に記述を追
加しました。常願寺川では環境基準で最も厳しい規
制がされており、これをクリアーしております。仮に基
準を満足できない状況になれば、河川管理者として
は関係機関と連携して対応していくこととなります。

難しいことだか、濃度的な話でなく、ＢＯＤ
が基準値を満足しているので良い状態とい
う評価ではなく、もっと前向きな取り組みは
ないのか。

利
3B

河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項
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資料対応主なご意見・ご質問

整備
計画
Ｐ７７

アキグミは、礫河原などで定期的に洪水によって攪拌
される土壌で生息するようです。常願寺川の河口から
15キロ～18キロでは、高水敷に樹木が繁茂しアキグミ
の成長が阻害されているところもあります。常願寺川
の河道内樹木管理においては、洪水の「破壊」と「再
生」のサイクルを踏まえて伐採等を行ってまいります。

昔から見てぐみの木が少なくなり何となく淋
しい

環
2B

整備
計画
Ｐ７７

河道内の樹木は、洪水を安全に流す上で阻害となっ
たり、偏流をおこして堤防などの侵食を助長したりす
る場合もあれば、侵食・洗掘被害を減少させる場合も
あり、いろいろな面から今後検討が必要であると考え
ております。なお、適切に河道内樹木を管理しないと
取水施設や漁業などへ流木被害を引き起こす恐れも
あります。

自生の植物を大切にしたい。グミの群生や
他の植物を、なくする工法のようですが、治
水にもっと利用すべきです。更に根張りの大
きいメタセコイヤなどの並木延長20㎞、いか
がですか？
枯れた芹、茅を年中行事で焼いたらどうか。

環
2A

小動物・猛ｷﾝ類（ﾐｻｺﾞ・ﾄﾝﾋﾞ・ﾉｽﾘ・ﾊﾔﾌﾞｻ等）
の生息出来る聖域（中洲等）があればと思い
ます。

動植物の生態系（白鳥の里）

自然の豊かな環境にしてほしい。
整備
計画
Ｐ５７

ご意見のとおり、常願寺川水系河川整備計画（素案）
では、原則として、礫床に棲む植生・魚類や下流部の
水辺の自然環境、石の河原等の河川景観を保全する
こととしています。治水対策を行う中でも、工事箇所・
時期等に配慮しその影響の低減・回避に努めることと
しています。

自然を大切にしたい

環
1

河川環境の整備と保全に関する事項
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資料対応主なご意見・ご質問

常願寺川は治水対策は第一要件、外 地域
住民の憩いの場所としてベンチ（腰掛）を数ヶ
所設置しバードウオッチング、小魚、クワガタ
等の昆虫が住みやすいようにする。上記に
のべたとおり、魚類資源を確保するには、ど
うするか今後の課題でもある。

少年時代春から秋にかけて、いつも常願寺
川に行き魚獲りをした思い出がある。魚が住
み易いような環境魚道を設けたり、魚を放流
したり等の施策を願いたい。子供達に自然教
育を川を通じて育ませたい。

魚がたくさんあがってくる川になる事。

アユのそじょう

整備
計画
Ｐ５７
Ｐ６５
～６６

常願寺川水系河川整備計画（素案）においては、
原則として、礫床に棲む植生・魚類や下流部の
水辺の自然環境、石の河原等の河川景観を保
全することとしています。そのため、原則として、
治水上の目的もなく、河川管理者が意図的に魚
を放流し環境に影響を与える考えはありません。
また、常願寺川では河川縦断的な連続性、本支
川間の連続性などは概ね良好ですが、流域内の
生物の生息・生育環境の連続性確保に努めるこ
ととしております。

漁が多くいる川

環3

河川環境の整備と保全に関する事項
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河川環境の整備と保全に関する事項

資料対応主なご意見・ご質問

河川敷に子供の遊びを設ける。危険ばかり考えるのもよくない。河口より、
鉄橋まで1.2kにベンチ（簡易腰かけ）を、2～3ヶ所設け野鳥ウオッチング、
休息する。治山、治水は最重要。でも子供は遊び場所がなく大事な時代
自然にとけこむことが奪われている。

川遊び（泳ぐことができる場所）の整備
※多分事故に対する責任問題など、不可能であろうとは思いますが。

治水に関して専門家にお任せの所があるのでよくわからないが、水とふ
れあう場として、一般の人々は認識しているので、そのへんを良くしてほし
い。

水生生物を観察するのにとても適した川と考える。「水辺の楽校」ほど、大
がかりなものでなくてよいから、いくつもある橋の近くに観察に入りやすい
通路を設けてもらえないか。大人にも子供にもよい環境教育ができると思
う。

2．河川敷から川原へ安全に、安心して入ることが出来るスロープを造っ
てほしい。子供達が安全である。
3．安心して遊べる(子供達が）川にしてほしい。河川敷では大形機械が
入って大人の遊び場を作っているが、子供達の楽しい場を作ることが大
事だと考える。

川あそびに適した環境造り大事であります。

子供達が自由に遊べる、自然を学べる川を望む。

整備
計画
Ｐ６８、
８２

常願寺川のように洪水毎
に澪筋がかわったり、土
砂移動が大きい川では安
定的に泳ぐ場所を確保す
ることは極めて困難です。
ただ常願寺川水系河川
整備計画では、水辺の近
づきやすさを確保に努め
ることとしております。ま
た、常願寺川が身近な環
境教育の場として活用さ
れるよう、水生生物調査
など総合学習の支援を行
うこととしております。

子供達が川から学ぶ事ができる環境。

環
4A
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河川環境の整備と保全に関する事項

資料対応主なご意見・ご質問

整備
計画
Ｐ６８

ご意見のとおり、常願寺川水系河川整備計画
（素案）では、水辺への近づきやすさの確保に
努めることとしております。また、巨石を用い
た河岸侵食対策に代表される、河岸侵食対
策と併せ、水辺に自然にアクセスでき、河岸
際に流れを集めすぎないような対策が重要で
あると考えております。

私は小学生の頃常願寺川大日橋へ五百石から
歩いて遊びに来ました。その時の川の流れは川
の中央へ大部分が流れ、左、右の岸からは易く
出入出来ました。しかし現在の川の状態は（大日
橋～常盤橋）では河川敷からは川へ入ったり出
たり出来るヶ所はありません。川の流れの主流
が左岸右岸の渕を流れ、その上、ブロックや石
積にして川へは入れず、深い流れがあってとても
危険で近寄れません。子供を連れて川遊びに行
こうと思っても危なくて行けません。右岸の方で
は河川敷を整備のためか堀り上げた土砂で護岸
したのかは解りませんが右岸沿いが深いです。
そこで私の要望として、川の流れの主流を中心
に移してほしい。そして、右岸、左岸の渕を盛り
上げる。

環
4B
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河川環境の整備と保全に関する事項

資料対応主なご意見・ご質問

常願寺川の整備に関し治水の関係から雑木を自然の状
態で現在に至っていることは良い方法の様に思いますが
一部整備され半屋地区の皆様に開放する考へがあるか
どうか検討方お願いすると共に西大森地区に茱萸群生地
のみでよく他の一部を開放する努力方依頼します。

三世代の交流のできる、やすらぎうるおいの心のなごみ
のできる親水公園を創っていただきたく要望します。

・常願寺川で現物でイべント（治水）開催（河を理解させ
る）
・親水公園の建設

市民のいこいの場になれば良いと思う。

整備計
画Ｐ６８

河川法では、治水上又は利水上支障
が生じないよう、原則としてむやみに
川の中にものを造らない事となってい
ます。地域の方々が必要とし、自治
体から要望され、整備後の維持管理
の役割分担などが明確にされ、治水・
利水等の観点から支障がなければ、
河川空間の整備・利用が可能となり
ます。
常願寺川水系河川整備計画におい
ても、地域の方々、自治体から要望、
調整に応じて連携し、河川空間の利
活用を推進することとしております。
なお、河川空間の整備・利用の手続
き上、具体的な案件は明示しておりま
せん。

常西用水を利用した小水力発電やＬＲＴを5年後開通など
国土交通省としても計画にうたわれている様な環境にや
さしい取り組みが行われようとしている地域である。整備
されているものの他、下流の緑地公園などはまだまだ整
備が必要であり、河川に対する市民の理解、例えばＢＯＤ
の関係、水をきれいにするボランティア活動などが必要で
あり、そのために環境教育していく場、水に親しむ場をこ
の計画の中で位置づけ整備していってもらいたい。

環
5A
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河川環境の整備と保全に関する事項

資料対応主なご意見・ご質問

パークゴルフ場整備、富立大橋左岸下流

大川寺駅の下で水遊びしている場所や民の力によって整備
されたパークゴルフ場など憩いの場を長期的にキープして
もらいたい。

川の河川敷内に散歩道、スポーツ、休息場など望みます。

一般の人がもっと利用できるような仕組みづくり。

接することが、生活の一部になる様な、環境になれば嬉しい。

年間町民、市民が利用できるようにしてほしい。（水を利用
したスポーツ等ができる。）

家族連れが楽しく安全に遊べる場になってほしい。

舟に乗って楽しむ下流くだり。健康場所として開拓。交通の
便

上流より～水橋まで公園、道路、などいっかんして整備

河口からJR橋までを桜の木を植えたら相当な観光地になる
のではないか。

全川21.5ｋ～0.0ｋまでの高水敷が整備（芝広場）される事。

8号線下流、水公園等の施設の計画提言の実行を願います。

高水敷の活用（温泉など）

整備
計画
Ｐ６８

河川法では、治水上又は利水上支
障が生じないよう、原則としてむや
みに川の中にものを造らない事と
なっています。地域の方々が必要と
し、自治体から要望され、整備後の
維持管理の役割分担などが明確に
され、治水・利水等の観点から支障
がなければ、河川空間の整備・利用
が可能となります。
常願寺川水系河川整備計画におい
ても、地域の方々、自治体から要望、
調整に応じて連携し、河川空間の利
活用を推進することとしております。
なお、河川空間の整備・利用の手続
き上、具体的な案件は明示しており
ません。

学校行事などで、バーベキュー（流杉浄水場で水をもらう）

環
5A
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河川環境の整備と保全に関する事項

資料対応主なご意見・ご質問

①展望台…バードウォチング用・立山連峰用望遠
鏡
②常願寺川大改修を学ぶ展示室
③砂防えん堤、カスミ堤の役割とその歴史
展望台と展示室は、水橋にある浄化センターの公
園の１ヶ所に設置してはどうでしょうか

河川敷にパークゴルフ場を整備して頂きたいと思
います。県内各河川の河川敷に立派なPG場が作
られて大勢の人が楽しんでおられます。大山町側
には大きなサッカー場の隣に昨年PG場が出来て、
冬期のほとんどがクローズしている時、県内各地
から沢山の人が集まりPGをしておられ、堤防上に
車列ができているのを見て下さい。広域センター
前の散策路の延長に是非PG場の整備を要望い
たします。

整備計
画Ｐ６８

河川法では、治水上又は利水上支障が生じ
ないよう、原則としてむやみに川の中にもの
を造らない事となっています。地域の方々が
必要とし、自治体から要望され、整備後の維
持管理の役割分担などが明確にされ、治水・
利水等の観点から支障がなければ、河川空
間の整備・利用が可能となります。
常願寺川水系河川整備計画においても、地
域の方々、自治体から要望、調整に応じて連
携し、河川空間の利活用を推進することとし
ております。なお、河川空間の整備・利用の
手続き上、具体的な案件は明示しておりませ
ん。

八尾町井田川パークゴルフ場、神通川パークゴル
フ場、入善ゴンゾウ川橋パークゴルフ場すべてが、
きれいに整備され、約4000名が、利用されていま
す。ぜひ、立山町に常願寺川河川整備でパークゴ
ルフ場を作ってほしい。

環
5A
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河川環境の整備と保全に関する事項

資料対応主なご意見・ご質問

平成14年11月、平成15年1月2月と3回の
「常願寺川下流部環境整備検討会」という
のを開催してきた経緯がある。その会議の
中で現地もみて整備の方向を長時間にわ
たって議論してきた結果はどうなっている
のか。

今川橋付近に砂利川原でよいので観光バ
ス等の駐車場を作れないか。

立山連峰と海岸や波など景観ポイントと
なっているので、観光客を呼ぶための看板
などを設置できないか。

（常願寺川右岸）野鳥やけもの等の生存状
況を見て楽しめるような公園を作り河口に
造っているマリーナやフィッシャリーナと相
乗効果を挙げる様な施設が欲しい。

整備
計画
Ｐ６８

河川法では、治水上又は利水上支障が生じないよう、
原則としてむやみに川の中にものを造らない事となっ
ています。地域の方々が必要とし、自治体から要望さ
れ、整備後の維持管理の役割分担などが明確にされ、
治水・利水等の観点から支障がなければ、河川空間
の整備・利用が可能となります。
常願寺川水系河川整備計画においても、地域の方々、
自治体から要望、調整に応じて連携し、河川空間の利
活用を推進することとしております。なお、河川空間の
整備・利用の手続き上、具体的な案件は明示しており
ません。

川幅一ぱいに大きな溜マスを作り、マスに
溜った砂利を汲取ったり、魚を放したり、舟
を浮かべたりする環境

環
5A
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河川環境の整備と保全に関する事項

資料対応主なご意見・ご質問

あまり人工的に手を加えず、それでいて水遊びなど自然を感
ずることのできる安心のある川辺。立山連峰を眺めながら、
散歩のできる場所。東屋とベンチがあるとなおよし。

全川21.5ｋ～0.0ｋまでの高水敷が整備（ｻｲｸﾘﾝｸﾞﾛｰﾄﾞ・散策
路）される事。

・サイクリングロードをつくって欲しい。

大森地区の右岸に歩道がない！時々ランニングで歩きます
が、車が高速で走りヒヤリすることが度々！

堤防から見た立山は綺麗であるため車が走っていて危険な
ため、堤防のところどころに車をとめて見られる場所を作って
ほしい。

水橋から雄山神社までの間を安全に走れる歩道兼サイクリ
ングロードを是非整備して頂き、若い人も老人も共に豊かな
自然の恵みを考える機会となる環境にして頂きたいと思いま
す。

整備計
画Ｐ６８

ご意見を踏まえ、部分的に他の河川
で整備されているような管理用通路
兼散策路が出来ないか検討していき
たいと考えており、河川整備計画（素
案）に記述を追加しました。

天上川の特性を生かし、地域住民が川へはいり込める整備
をお願いしたいたとえば河川区域外からの道路から散策路
に通れるようにするとか、車などで入り、川の中に駐車ス
ペースがあるとかでなるべく急流河川のイメージを受けない
ような整備を進めてほしい。

環
5B
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資料対応主なご意見・ご質問

グミの群生、大場・西大森等の大転石、洪水との闘いの歴
史から生まれた佐々堤、各種水制、水除水神社、水神塔、
人家堤、古川堤等の旧堤、タワーエキスカベータの盛土跡
に出来た常願寺公園等々を物語で繋いで後世に残す歴史
資産としてもっと啓蒙してほしい。

整備
計画
Ｐ６６
～６７

ご意見のとおり、常願寺川水系河川整
備計画（素案）では、自然、景観、歴史、
文化等の風土資産をネットワーク化し、
時代に継承していくため、常願寺川を訪
れる誰もが安心してふれあい・学べる常
願寺川のフィールドミュージアムと位置
づけ、関係機関や地域住民と一体と
なってその形成とコンテンツの充実に取
り組んでいくこととしております。

治水の歴史の中でデ・レーケにより常願寺川と白岩川の分
離工事が行われた。現在の常願寺川の右岸のどのあたり
でで分離されたのか。また、白岩川の左岸のどのあたりで
合流していたのか調べて標識を立ててもらいたい。

環
6B

富山県に来る外国人の観光客のために英語、中国語、韓
国語等による常願寺川を紹介する看板などを設置できない
か。また、富山湾のホタルイカ漁業は世界的に有名なので、
観光用に看板を置けないか。

立山カルデラから下流まで外来者が多く見学にこられるよ
うなわかりやすい設備（展示館等）とバス等による回遊道路
及び標識

デ・レーケの計画など調べているが、昔、白岩川と分離した
場所が明確に分からない。国土交通省で何処か分かるよう
に現地に標示して欲しい。

整備
計画
Ｐ６６
～６７

新たな施設整備などは考えておりませ
んが、ご意見のとおり、常願寺川の自然、
景観、歴史、文化等の風土資産をネット
ワーク化するため、看板をつけたり、資
料を整理し学習資料となるような周遊
ルートを開発したりするなどしていきた
いと考えております。その際、地域の皆
様にもご協力いただきますようお願いい
たします。

常願寺川は自然環境、風土資産等有名なものが多数あり、
堤防を歩けるような散策路を整備すれば住民がもっと興味
をしめす。

環
6A

河川環境の整備と保全に関する事項
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河川の維持管理に関する事項

資料対応主なご意見・ご質問

流域だけでなく、海岸への土砂供給も含めた土砂管理
が必要（ある程度の土砂流出は許容すべき）

適量な土砂を流すように出来ないか。海岸浸食は河川
からの土砂の補充がなくなったのも一因と思いますが
…

整備
計画
Ｐ７４

上流側には砂防えん堤、有峰ダム、発電用の
小さなえん堤がありますが、砂防えん堤は、
土砂を一度に流さず、徐々に流す事を目的と
したものであり、そのほかは発電ダムでなども
ともと洪水調節機能を持たないものです。
戦後～昭和４０年代に、河床掘削、築堤と砂
利採取をセットで行って天井川の河床を２ｍ
程度下げた経緯があります。あまり河床を下
げすぎると橋脚の根が浮き出たり、崖のように
なって堤防の安全性を損なう場合があります。
えん堤などへの土砂の堆積、海岸への土砂
供給の状況などを適切にモニタリングし、総合
的な土砂管理計画の中で整理する必要があ
ると考えております。

上流側には小さな堰堤がいくつもあり、昔は水を貯め
る機能があったかもしれないが、現在は土砂で埋まり
水を貯める機能がなく、何の役割がある施設か。一方、
昔、下の方で土砂を取っていたが、川底が低くなったた
めやめたのか？わざわざ、ダンプで上流で掘った土砂
を運搬しているが、堰堤で止めずに上流から流した方
が良いように思うが。維

2B

整備
計画
Ｐ７４

横江えん堤においては、かなり土砂が堆積し
ています。総合的な土砂管理の中で整理する
必要があると考えています。

横江えん堤は土砂が貯まりやすいのか。また、貯まり
やすいなら土砂を採取する規則を作ってはだめか。

維
2A

現在住んでいる向新庄地内は常盤橋付近の河床依り
何メーターも低い為、上流で堤防が決壊すると重大な
被害が生ずるので絶えず堤防の維持管理をして頂き
たいです。

整備
計画
Ｐ５８、
Ｐ６９

ご意見のとおり、常願寺川におきましては、洪
水前後の河川の状態変化が大きく、河川を
しっかり監視し、適切に治水安全度を評価し
改善を行っていく必要があると考えております。

何百年に一度ぐらいの洪水が有ると思いますので安全
に暮せる様に砂防、維持管理をよろしくお願いします。

維
1
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河川の維持管理に関する事項
主なご意見・ご質問 資料対応

治水、利水に力を入れるのも必要ですが、突
如として河原の木々を広範囲に伐採したり、突
然川を掘削し流れを変えたりするので、これで
はとても生物の住める環境作りをしているとは
思えません。

整備計
画Ｐ７７

常願寺川の河道内樹木管理においては、洪水の
「破壊」と「再生」のサイクルを踏まえて、樹木の繁
茂・拡大により洪水を安全に流下させる上で支障
となっている箇所や樹木により偏流をおこし堤防な
どに悪影響を及ぼす懸念がある箇所などで、環境
にも配慮しながら樹木伐採を行うこととしています。

町袋地先、野中地先、平榎地先に雑木雑草が
繁茂していてカラス、タヌキ、ハクビシン等がい
て稲作、畑作に被害がある。

維
5

整備計
画Ｐ７８

河川巡視などにより、堤防の陥没や法崩れなどを
発見した場合、原因の究明、応急的な対応、抜本
的な対策に分け対処するようにしております。今後
とも的確な維持管理に努めます。

堤防から砂質分が抜けて穴があいているよう
な所が見られる。霞堤など。

維
4

―
河道内の土砂が堆積している箇所において、年間
２万トン程度、砂利採取の許可をだしております。

河川の石をどういう基準で採取しているのか教
えてほしい。

維
3

整備計
画Ｐ７４

平均した河床の高さで見た場合、常願寺川の河床
は概ね安定しているということですが、洪水前後の
土砂の量や質の移動についてはまだ十分モニタリ
ングができていません。戦後最大となる昭和44年
洪水では、上流から流れてきた土砂が50万m3程
度が横江えん堤から河口に堆積しておりますが、
それにより河床が大幅上昇し危険な状態となると
は考えておりません。地震などによって引き起こさ
れる大規模な土砂崩壊・流出の抑制は、砂防事業
によって対策が進められているところです。

総合管理はまだ出来ていなく今後やるというこ
とでやっていただきたいが、聞き間違いかもし
れないが、現在、土砂収支のバランスがとれて
いると聞いているが、今後はどうなるのか。不
時の災害に対応する出来る余裕があるのか。
また、その対応策はあるのか。

維
2C
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河川の維持管理に関する事項

資料対応主なご意見・ご質問

常願寺公園の堤防の舗装面（道路）で健康維持のため、
ウォーキングしています。残念なことに犬の糞や、オートバイ
の暴走、火を燃して、アスファルトに穴があいていたりetc、監
視カメラを設置するなどして取り締ってほしい。

上滝付近から下流は左右岸とも管理用道路がほぼ解放され
ているため立山連峰の偉容、変化に富んだ河相と扇状地を
満喫出来ます。しかし畑地では小屋が林立し、ビニールシー
トが景観を損ねています。堤防を繋ぐ道路と霞堤の下流端は
荒れています。畑地の農耕具収納用の小屋は集約し、耕作
者に景観への配慮を訴えるべきと思います。

ゴミ等の不法投棄のないきれいな常願寺川になる事を望み
ます。

「川をきれいにする日」河口に住む地域住民で、流木や空缶、
ゴミ等拾う清掃活動を行っていますが、もっと回数を増やして
もよいと思います。

ゴミなどがない美しい川になればと思います。

ゴミのないきれいな川にしてほしい。

整備
計画
Ｐ８２

常願寺川につきましては、ゴミの不法
投棄が毎年１００トン近くにのぼり、庄
川や小矢部川に較べるとかなり多く
なっています。ゴミの不法投棄に対し
ては、富山河川国道事務所において
定期的にゴミの収集処理を行っており
ます。河川の美化意識の啓発を促す
看板の設置、常願寺川を環境教育の
場とするための総合学習等への支援、
地域と協働した河川清掃や河川敷施
設の維持管理などを引き続き行うこと
と併せて、美しい常願寺川を目指して
いきたいと考えております。

工場排水・ゴミが流入しないよう監視強化

維
6
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その他のご意見

対応主なご意見・ご質問

―対応させて頂きました。
この資料を元に案内したいと考えました。そこで、も
し私の都合がお聞き願えるものなら、町内50戸です
ので、後42部、お送り頂きたくお願い致します。

他
2

―申し訳ありませんが、お答えできません。有峰林道の無料化を計り有峰湖周辺の活用
他
1
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